
助成金(様式８) Gr1-2202 
成果報告書

23年4月10日
一般財団法人 乃村文化財団　理事長　渡辺　勝　様

貴財団の助成金事業についてご報告します。
該当する助成の
種類にチェック✓ ✓ 研究助成 教育普及活動助成

フリガナ トウホクダイガクダイガクイン イガラシタロウケンキュウシツ

研究室名
学会・博物館名 東北大学大学院 五十嵐太郎研究室
フリガナ イガラシ タロウ 職名

代表者名 五十嵐 太郎 東北大学大学院教授

フリガナ キクチ タツヤ 職名

担当者名 菊地 尊也 東北大学大学院博士後期課程

所在地 仙台市青葉区荒巻字青葉6-6-06 東北大学青葉山キャンパス 人間・環境系教育研究棟5F

対象となる研究およ
び教育普及活動の概
要

【テーマ】 
商業施設で開催された建築展覧会の史的研究 
戦後からポストバブルまでの《ディスプレイのインフラストラクチャ》に着目して

【目的】 
本研究は、戦後からポストバブル期にかけて商業施設で開催された建築展覧会を対象に、各施設の保有する一次史料と関係者へのヒアリ
ングに基づく展示空間分析を通じ、その史的変遷を把握することを目的とする。ディスプレイなるものを都市空間上の様々なアクティビテ
ィにそのつど作用を及ぼす動的なモデルとして把握するため《ディスプレイのインフラストラクチャ》という独自の分析枠組を導入する。
【実施体制】 
「商業施設と都市空間の発展過程の分析」と「展示場および展覧会の空間分析」の２つのフェーズからなる。双方の成果を相互参照しな
がら研究を進める。前者は都市空間の変化が展示場に及ぼした影響を考察し、後者はその影響への応答的実践として過去の建築展覧会の
ディスプレイのあり方を捉え直す。
【実施方法】 
対象とする商業施設を戦前期に成立した百貨店、戦後期に成立した都市型デパート、民間複合施設、高層複合施設の4タイプに分け、建築展
覧会のデータベースの作成と並行して、資料を保有する施設へのリサーチを実施する。十分な資料を得られた事例に対し、店舗の発展プロ
セスと展示場の機能を整理し、空間分析を実施する。
【成果と社会的効果】 
申請時には計画予定になかったものの、本研究からスピンアウトするかたちで、年表のグラフィックをもちいたディスプレイの制作を百貨
店の展示空間内で実施した。また、本基礎研究のテーマに関わる百貨店の催事史に関する論考を商業誌上に発表した。本調査にて萌芽を
みた基礎研究と展示実践を架構する試みは、今後の同研究室における社会と学術との接点構築活動の一助となる。

共同研究者等の有無

なし　・　あり（人数 名）

助成金額 50 万円 主な使途 調査旅費、図書費、分析用ソフトウェア費

本研究に関する他の助成
金受給の有無

なし　・　　あり　※助成先を記入
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様式８別紙１

研究室名
学会・博物館名 東北大学大学院 五十嵐太郎研究室

テーマ 商業施設で開催された建築展覧会の史的研究

【目的】

本研究は、ディスプレイデザインと社会の新たな接点の構築に向けた基礎創出
の端緒として、戦後からポストバブル期にかけて商業施設で開催された建築展
覧会を対象に、その史的変遷を解明することを目的とする。商業施設のイベン
トスペースは、1950年代からすでに恒常的に展覧会や催事のために利用されて
おり、現在も巡回展や芸術祭における拠点の一つとなる機会が少なくない。
そこでまず《ディスプレイのインフラストラクチャ》という独自のフレームワ
ークを導入する（Fig.1）。これはディスプレイなるものを、屋内空間に一時的
に設営される静的な人工物としてではなく、都市空間上の様々なアクティビティ
にそのつど作用を及ぼす動的なモデルとして把握するための分析枠組である。
本研究では「商業施設と都市空間の関係把握」「展示場の空間的特徴の解明」
「建築展覧会の空間分析」の3つの観点から調査・分析を実施する。

【実施体制】

本研究は「商業施設と都市空間の発展過程の調査」と「展示場および展覧会の空間デザイン分析」の大きく2つのフェーズからなる基礎調査を進
める。前者は商業施設と都市空間の関係性の把握と、商業施設内の展示場の改装と移転のプロセスと近隣展示場との特徴の差異を調査する。後
者は展示場および建築展覧会の空間的把握と事例のデータベースの作成を担当する。各グループは別グループの成果をその都度参照しながら研究
を進める。前者は都市空間の変化が商業施設内の展示場に及ぼした影響を考察し、後者はそうした都市規模の変化への応答的実践として、過去
の建築展覧会のディスプレイの位置付けを再定義する。建築と美術を横断する実践的活動を行ってきた五十嵐太郎（申請者）が両グループの実
施状況を統括し、百貨店の展覧会史を専門とする菊地尊也（担当者）が実地調査を行う。

【実施方法】

戦後期以降の建築展覧会が行
われてきた多数の施設のうち
本研究で扱う範囲をFig.2の赤
枠に示した。各商業施設の図
面調査、ヒアリングを踏まえ、
建築展覧会の事例のデータベ
ース化、商業施設の空間の史
的変遷、さらに展覧会の空間
分析を行う。この基礎研究を
もとに、戦後からポストバブ
ル期までの商業施設における
《ディスプレイのインフラス
トラクチャ》の実相をまとめ、
建築展覧会の史的変遷の一端
を解明する。
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Fig.1　《ディスプレイのインフラストラクチャ》のモデル
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Fig.2　研究の範囲
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様式８別紙２

研究室名
学会・博物館名 東北大学大学院 五十嵐太郎研究室

テーマ 商業施設で開催された建築展覧会の史的研究

【研究・教育普及活動の成果】

本調査研究の成果について、以下５点にまとめる。
（１）建築展覧会リストの作成。戦後から2000年代にかけてを対象に、百貨店、西武・パルコ、民間複合施設、高層複合施設におい
て開催された、建築展覧会の開催履歴をリスト化した。
（２）主要百貨店の増改築過程のダイアグラム化。各施設が保有する図面資料と社史を使用し、主要百貨店における増改築の過程をダ
イアグラム化した（Fig.3上段）。
（３）戦後期における高島屋東京店8階展示室における催事の一覧化および会場構成の比較分析（Fig.４）。
（４）建築展覧会における本基礎研究の活用。申請時には計画予定になかったものの、本研究からスピンアウトするかたちで、研究
メンバーの菊地尊也が共同監修を務める「百貨店展」（高島屋史料館TOKYO）の年表展示に活用した（Fig.3下段）。同展において
は、通常の展覧会では付随資料として扱われがちな「年表」に着目し、年表のグラフィックを軸に据えた展示空間がつくられた。こ
の取り組みは、基礎研究の成果を今日の建築展覧会のために活用する実践の一つといえる。
（５）商業誌における論考の発表。本研究の成果のうち、とりわけ住まいに関する展覧会の位置付けについてはダイアグラムを制作
して全体像を把握可能なものとした。この成果を踏まえ、商業施設のイベントスペースにおいて開催された建築展覧会の史的変遷に
関する論考を『東京人』（2023年5月号、都市出版）に発表した。

Fig.３ 国内百貨店の増改築過程に関するダイアグラムとその活用 Fig.4 会場構成比較（抜粋）
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様式８別紙３

研究室名
学会・博物館名 東北大学大学院 五十嵐太郎研究室

テーマ 商業施設で開催された建築展覧会の史的研究

【今後の成果の活用と活動の展開について】

今後の課題を以下の三点にまとめる。一つは、本基礎研究の成果発表の機会を得ていくこと。二つ目は、近現代の建築展覧会史に
おける商業施設がいかなる役割を果たしてきたのかを、より細かな精度で明らかにすること。そして三つ目に、当該年度においても
当初の研究計画とは異なるかたちでの萌芽をみたように、基礎研究と展示を架構する実践を進めていくこと。本研究ととくに関わり
のあるプロジェクトとして、「百貨店における催事と建築展」に関するイヴェントの実施を検討している。 
- 
近年、地方の百貨店を芸術祭の会場として利用したり、美術館としてリノベーションする事例が増えている。加えて現代美術館のな

かには、リジッドな作品の展示・保管よりも、一時的な特別展やパフォーマンスをはじめとするイベント型の企画を重視する施設も
増えている。すなわち、ミュージアムと商業施設内展示場の使われ方が近接し、公的施設と民間活動の境界が薄まりつつある。「い
ま建築展覧会の場所はどこあるのか」という問いへの応答として、《ディスプレイのインフラストラクチャ》の全体像の彫琢をめざ
す本研究は、現代の社会と展示の新たな接点構築の一歩となると考えている。
本研究は、これまで同研究室が継続的に取り組んできた大学の学術資料活用に向けた分野横断型展示実践（2016-）と課題意識を共

有するものである。たとえば「ダイガクにねむるモノにまつわるゲイジュツ展」（2020）を仙台市中心部の商業施設内で実施した
（Fig.5）。この展覧会では大学博物館の展示スペース不足への解決策の一つとして実施されたものであり、研究室では什器のデザイ
ン制作を行い、地元のアーティストとの協働も実現した。このような社会との接点を構築するための展示実践・研究は、今後も研究
室で継続的に実施する予定である。密閉された室内だけで自律する空間ではなく、ウェブ上だけで際限なく展開されていく情報媒体
でもなく、都市空間の諸々のインフラや地域資源と連動した固有の場として展覧会を把握することが、社会に対しての波及力をもつ
イベントを成立させるうえでの条件であると申請者は考えている。本基礎研究は、これらの活動においても、有効なノウハウを提供す
る基礎研究となると考えている。 

Fig5.　宛先のない作用♯0：ダイガクにねむるモノにまつわるゲイジュツ展（2020） 
企画監修＝五十嵐太郎ほか4名　会場＝仙台フォーラス7F

Fig.6　宛先のない作用 #0：ダイガクにねむるモノにまつわるゲイジュツ展（2020.10）
企画監修＝五十嵐太郎ほか 4名　　会場＝仙台フォーラス 7F
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